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条
例
案
は
、
障
害
の
あ
る
人
も

参
画
す
る
検
討
委
員
会
で
協
議
し

て
作
成
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

つ
な
が
り
合
え
る
社
会
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
念
は
▽
手
話
を
独
立
し

た
言
語
と
位
置
付
け
る
こ
と
▽
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
手
話
、

要
約
筆
記
、
点
字
、
音
訳
等
）
を

認
識
し
、
そ
の
活
用
を
促
進
す
る

こ
と―

。
市
の
責
務
や
市
民
、
事

業
者
の
役
割
等
も
明
示
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
害
者
差
別
解
消
の

た
め
の
職
員
対
応
要
領
も
別
に
定

め
る
計
画
で
す
。

市
は
、８
月
に
条
例
案
を
公
開
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉
課
☎

（
42
）４
２
５
４
へ
。

募
集
期
間
／
８
月
１
日
〜
15
日
。

条
例
案
の
閲
覧
場
所
／
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
課
の
窓

口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
対
象
／

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

意
見
提
出
方
法
／
郵
便
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
福
祉
課
へ
。

そ
の
他
／
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

障害に応じたコミュニケーション手段等を条例へ
　市は現在、昨年４月に施行された障害者差別解消法を踏
まえ、府内で初めて多様なコミュニケーション手段の活用
促進を明示する、新たな条例案を作成中。市議会 12月定
例会への上程、来年４月の施行を目指しています。

　旬
い
ろ
い
ろ

　女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
宮
里
藍
さ

ん
が
31
歳
の
若
さ
で
現
役
引
退

を
表
明
し
た
。フィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
浅
田
真
央
さ
ん
は
26
歳
で

一
線
を
退
く
。
夫
々
が
極
め
た

道
で
己
の〝
旬
〞を
過
ぎ
た
と
悟
っ

た
上
で
の
決
断
か
と
思
う
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
分
野
で

求
め
ら
れ
る
能
力
は
異
な
る
た

め
、
そ
の
旬
も
様
々
で
あ
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
身
体
能
力

の
ピ
ー
ク
と
重
な
る
し
、
芸
術

や
創
作
活
動
で
は
円
熟
の
妙
が

求
め
ら
れ
る
。
企
業
経
営
も
同

様
で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
大
胆

な
戦
略
に
は
若
さ
が
武
器
に
な

る
が
、
実
行
に
移
す
に
は一
定
の

経
験
に
基
づ
い
た
調
整
能
力
や

交
渉
力
を
要
す
る
。
そ
の
実
行

段
階
で
は
行
動
力
と
併
せ
て
危

機
管
理
能
力
も
不
可
欠
と
な

る
。
そ
の
せ
い
な
の
か
、Ｉ
Ｔ
分

野
な
ど
の
ベン
チ
ャ
ー
起
業
家
は

20
代
・
30
代
が
多
く
、
上
場
会

社
な
ど
大
企
業
の
社
長
と
な
る

と
50
代
後
半
か
ら
60
代
が
大
半

を
占
め
る
。

　ち
な
み
に
市
長
の
年
齢
は
各

世
代
に
分
散
し
て
い
て
、
80
の

齢
を
超
え
る
翁
も
健
在
す
れ

ば
、
近
時
は
30
代
市
長
の
台
頭

も
著
し
く
、
20
代
市
長
の
誕
生

も
見
た
。
何
故
に
市
長
職
は
か

く
も
年
代
幅
が
広
い
の
か…

首

長
は
親
子
以
上
の
年
齢
差
が

あ
っ
て
も
行
政
は
変
わ
り
な
く

執
り
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
他
市
の
選
択
に
口
を

挟
む
つ
も
り
は
な
い
が
、
市
長

職
に
は〝
旬
〞な
ど
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
、
と
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
。
と
も
あ
れ
14

歳
の
史
上
最
年
少
プ
ロ
棋
士
、

藤
井
聡
太
四
段
が
旬
を
迎
え
る

の
は
果
た
し
て
何
時
な
の
か…

興
味
は
尽
き
な
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

89

そ
れ
ぞ
れ

お
の
れ

お
き
ない

　つ

相
互
に
尊
重
し
合
う
社
会
へ

８
月
１
日
か
ら
意
見
募
集

障害を理由とした「不当な差別的取扱い」
をせず、障害のある人に対して「合理的配慮」
をすることで、障害のある人もない人も、その
人らしさを認め合い、尊重する共生社会の実
現を目指す法律です。

■不当な差別的取扱い
正当な理由なく、「見えない」「聞こえない」「歩

けない」などの機能障害や、車いす・盲導犬
など障害に関連することを理由に、制限等をす
ること
（例）・受付の対応を拒否する
　　・介助者等が一緒にいないと入店させない

■合理的配慮
障害のある人から、日常生活を送る上での

障壁を取り除くために、何らかの対応を必要と
しているとの意思が伝えられたとき、負担が重
すぎない範囲で対応すること
（例）窓口などで、障害者の特性に応じたコ

ミュニケーション手段（聞こえない人に
は筆談、見えない人には読み上げなど）
で対応する

ことば 障害者差別解消法

上林川を美しくする会（熊内久志会長）が公益社団
法人日本河川協会の「河川功労者表彰」を受賞＝写真
上。また、府立綾部高等学校分析科学部が環境大臣賞
「地域環境美化功績者表彰」を受賞＝写真下＝しまし
た。それぞれ上林川と由良川において多年にわたり取
り組んできた、水質浄化活動や環境保全活動の功績が
認められたものです。今後も市民一人ひとりが意識を
高め、ふるさとの美しい川を守っていきましょう。

ふるさとの川を美しく―２団体が受賞

市は７月４日、東京都港区で水源の里商
品の販売や観光情報のＰＲを行いました。
平成28年４月に締結された特別区長会と府
市長会・府町村会との連携協力協定が契機。
府内の自治体で初めて、東京都特別区内で
の連携イベントとして取り組みました。

東京都港区で綾部市をＰＲ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
わ
ず
か

10
分
も
し
な
い
う
ち
に
到
達
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
国
は
緊
急
情
報
を

瞬
時
に
伝
え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し

て
、
防
災
行
政
無
線
で
特
別
な
サ
イ
レ
ン
音

と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
等
に
よ
り
緊
急
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
指
示
に
従
っ
て
、
落
ち
着
い
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。　

武力攻撃やテロなどから身を守るために
http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

屋外に
いる場合

できる限り頑丈な建物や
地下に避難する。
地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

弾道ミサイル
落下時の
行動について

国民保護
ポータルサイト

内
調
査
や
交
通
量
が
減
る
夜
間
の
道

路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／
路

面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／
位
田

町
・
栗
町
・
豊
里
町
・
今
田
町
・
小

西
町
・
鍛
治
屋
町
・
小
畑
町
・
小
貝

町
・
私
市
町
・
上
延
町
・
大
島
町
・

高
津
町
。
調
査
業
者
／
西
日
本
水
道

セ
ン
タ
ー
。
そ
の
他
／
漏
水
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
修
理
業
者
が
修
理

し
ま
す
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
第
８
条

に
規
定
す
る
「
甲
種
」
防
火
管
理
者

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
８
月
23
日（
水
）、
24
日（
木
）

の
２
日
間
。午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
市
消
防
本
部
（
味
方
町
）。テ

キ
ス
ト
代
／
１
４
５
０
円
。
定
員
／

先
着
50
人
。
申
込
み
／
７
月
31
日

（
月
）ま
で
に
受
講
申
込
書
に
証
明
写

真
（
３×

４
㌢
㍍
）
を
添
付
し
、
テ

キ
ス
ト
代
を
添
え
て
消
防
本
部
予
防

担
当
へ
。
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

歳
以
上
に
特
別
障
害
者
手
当
、
20
歳

未
満
に
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級

程
度
の
障
害
や
療
育
手
帳
Ａ
１
判
定

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
し
て
い
る

か
、
そ
れ
と
同
等
の
障
害
・
精
神
障

害
が
あ
る
人
。
た
だ
し
▽
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
▽
20
歳
以
上

で
病
院
や
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
▽
20
歳

未
満
で
当
該
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
▽
受
給
者

や
そ
の
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
限
度
額
を
超
え
る
│
な
ど
の
場

合
を
除
き
ま
す
。
支
給
月
額
／
特
別

障
害
者
手
当
＝
２
６
８
１
０
円
。
障

害
児
福
祉
手
当
＝
１
４
５
８
０
円
。

支
給
月
／
毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月

に
各
期
分
を
ま
と
め
て
支
給
。
そ
の

他
／
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
現

況
届
を
郵
送
し
ま
す
。
提
出
期
限
は

９
月
11
日（
月
）で
す
。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水
を

発
見
し
修
繕
す
る
た
め
、
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
が
発
行
す

る
身
分
証
明
書
を
携
行
し
た
調
査
業

者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の
敷
地

（
木
）
〜
。
各
施
設
の
休
館
日
等
を
除

き
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

　市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対

象
に
児
童
が
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま

で
児
童
扶
養
手
当
を
、
身
体
や
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

を
家
庭
で
養
育
す
る
人
を
対
象
に
20

歳
の
誕
生
月
ま
で
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　届
出
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
現

在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
現
況
届
を
８
月
１
日（
火
）〜

31
日（
木
）に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
人
は
所
得
状
況
届
を

８
月
10
日（
木
）〜
９
月
11
日（
月
）に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届
な
ど
を

出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
３

　市
は
、
重
度
の
障
害
に
よ
り
日
常

生
活
で
特
別
な
介
護
が
必
要
な
在
宅

障
害
者（
児
）を
支
援
す
る
た
め
、
20

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
資
格
・
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会
＝
日

時
／
８
月
１
日（
火
）午
後
１
時
〜
４

時
。場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部（
宮

代
町
）。
申
込
み
／
事
前
予
約
制
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談
＝
日
時
／

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
第
２

金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。
場
所
／

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材
コ

ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。申
込
み
／
事

前
予
約
制
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８

　暴
風
雨
や
洪
水
、
地
震
な
ど
異
常

な
天
然
現
象
に
よ
っ
て
農
地
や
林
道

が
被
災
し
た
場
合
、
一
定
の
受
益
者

負
担
を
す
る
こ
と
で
、
国
や
自
治
体

の
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
庫
補
助
対
象
／
１
か
所
の
復
旧
工

事
費
用
が
40
万
円
以
上
の
農
地
、
農

10
人
程
度
、
土
木
技
師
２
人
程
度
、

幼
稚
園
教
諭
１
人
、
消
防
職
員
５
人

程
度
、
技
術
員
１
人
。
試
験
日
／
９

月
17
日（
日
）。
申
込
み
／
７
月
24
日

（
月
）〜
８
月
18
日（
金
）。
詳
し
く
は

総
務
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
２
８

　京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び

京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
府
内
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
府

内
に
居
住
し
て
い
る
人
。
提
出
先
／

市
選
挙
管
理
委
員
会
。
児
童
・
生
徒

は
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
期
限
／
９
月
８
日
（
金
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　７
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
３
０
８
４
人
（
男
１
５
８

８
６
、
女
１
７
１
９
８
）。
世
帯
数

は
１
３
８
４
２
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
３

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

問
同
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　京
都
弁
護
士
会
は
、
法
律
問
題
で

困
り
事
が
あ
る
人
の
た
め
に
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
３
、10
、24
、31
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
20
分
。
場
所
／
市

民
ホ
ー
ル（
宮
代
町
）。あ
や
バ
ス「
市

民
ホ
ー
ル
前
」
下
車
す
ぐ
。
費
用
／

40
分
５
４
０
０
円
。
収
入
な
ど
が
一

定
額
以
下
の
人
は
無
料
。
予
約
／
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
丹
後

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。
受
付
時
間

は
、平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

予
約
件
数
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切

り
ま
す
。

問
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
７
２（
68
）３
０
８
０

　市
は
、
平
成
30
年
度
の
新
規
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数
／
事
務
職
員

業
用
施
設
（
た
め
池
、
頭
首
工
、
用
・

排
水
路
、揚
水
機
、農
道
）、林
道
（
民

有
林
林
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
１
・

８
㍍
以
上
、
既
設
延
長
５
０
０
㍍
以

上
の
林
道
）。
報
告
／
農
地
・
農
業

用
施
設
が
被
災
し
た
場
合
は
１
週
間

以
内
、
林
道
は
10
日
以
内
に
農
林
課

へ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
／

災
害
復
旧
調
査
依
頼
書
、
災
害
復
旧

事
業
施
行
同
意
書
、
維
持
管
理
記
録

簿
。
日
常
の
維
持
管
理
の
状
況
を
記

録
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　な
お
、
同
意
書
の
提
出
後
の
取
り

や
め
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
農
林
課

　整
備
担
当
☎（
42
）４
２
６
８

　林
業
振
興
担
当
☎（
42
）４
３
６
２

　府
は
、
精
神
障
害
者
を
支
援
す
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。

受
講
日
／
９
月
〜
12
月
の
う
ち
７
日

間
。
場
所
／
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）
ほ
か
。
対
象
／
府
内

在
住
で
講
座
の
全
課
程
を
受
講
し
、

同
推
進
員
と
し
て
実
際
に
活
動
で
き

る
人
。
費
用
／
無
料
。
た
だ
し
、
交

通
費
な
ど
は
自
己
負
担
。
申
込
み
／

８
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
府
中
丹
東

保
健
所
福
祉
室
へ
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

ブルーコメッツ「三原綱木」、ザ・タイガース「加橋かつみ」、
オックス「真木ひでと」

8月20日日
15：00開演

前売り
〈全席指定〉4,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

競演 GSビッグスリー

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気!!

★調理員（正規職員・臨時職員）
★介護職員  ★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）

　地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員

会
は
、
終
戦
の
日
に
平
和
啓
発

の
た
め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
平
和
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
15
日
（
火
）
午
前

７
時
〜
。
場
所
／
藤
山（
寺
山
）

山
頂（
上
野
町
）。内
容
／
国
旗
、

市
旗
、
世
界
連
邦
旗
の
掲
揚
や

市
民
憲
章
の
唱
和
、
黙
と
う
、

市
歌
な
ど
の
合
唱
。
正
午
か
ら

30
秒
間
、
市
役
所
屋
上
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
戦

没
者
へ
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
企
画
政
策
課

　☎（
42
）４
２
１
７

　市
は
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
の
た
め
、

本
年
度
も
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

場
所
／
清
山
荘（
里
町
）、図
書
館（
新

宮
町
）、
市
民
プ
ー
ル
（
大
島
町
）、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
青
野
町
）、
上

林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー（
八
津
合
町
）。

期
間
／
７
月
１
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
木
）。
市
民
プ
ー
ル
は
７
月
20
日

綾
部
市
民
平
和
祈
願
の
集
い

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
ご
利
用
を

農
地
、
林
道
な
ど
の
災
害
復
旧

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座

京
都
弁
護
士
会
法
律
相
談

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

綾
部
市
職
員

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
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条
例
案
は
、
障
害
の
あ
る
人
も

参
画
す
る
検
討
委
員
会
で
協
議
し

て
作
成
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

つ
な
が
り
合
え
る
社
会
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
念
は
▽
手
話
を
独
立
し

た
言
語
と
位
置
付
け
る
こ
と
▽
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
手
話
、

要
約
筆
記
、
点
字
、
音
訳
等
）
を

認
識
し
、
そ
の
活
用
を
促
進
す
る

こ
と―

。
市
の
責
務
や
市
民
、
事

業
者
の
役
割
等
も
明
示
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
害
者
差
別
解
消
の

た
め
の
職
員
対
応
要
領
も
別
に
定

め
る
計
画
で
す
。

市
は
、８
月
に
条
例
案
を
公
開
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉
課
☎

（
42
）４
２
５
４
へ
。

募
集
期
間
／
８
月
１
日
〜
15
日
。

条
例
案
の
閲
覧
場
所
／
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
課
の
窓

口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
対
象
／

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

意
見
提
出
方
法
／
郵
便
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
福
祉
課
へ
。

そ
の
他
／
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

障害に応じたコミュニケーション手段等を条例へ
　市は現在、昨年４月に施行された障害者差別解消法を踏
まえ、府内で初めて多様なコミュニケーション手段の活用
促進を明示する、新たな条例案を作成中。市議会 12月定
例会への上程、来年４月の施行を目指しています。

　旬
い
ろ
い
ろ

　女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
宮
里
藍
さ

ん
が
31
歳
の
若
さ
で
現
役
引
退

を
表
明
し
た
。フィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
浅
田
真
央
さ
ん
は
26
歳
で

一
線
を
退
く
。
夫
々
が
極
め
た

道
で
己
の〝
旬
〞を
過
ぎ
た
と
悟
っ

た
上
で
の
決
断
か
と
思
う
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
分
野
で

求
め
ら
れ
る
能
力
は
異
な
る
た

め
、
そ
の
旬
も
様
々
で
あ
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
身
体
能
力

の
ピ
ー
ク
と
重
な
る
し
、
芸
術

や
創
作
活
動
で
は
円
熟
の
妙
が

求
め
ら
れ
る
。
企
業
経
営
も
同

様
で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
大
胆

な
戦
略
に
は
若
さ
が
武
器
に
な

る
が
、
実
行
に
移
す
に
は一
定
の

経
験
に
基
づ
い
た
調
整
能
力
や

交
渉
力
を
要
す
る
。
そ
の
実
行

段
階
で
は
行
動
力
と
併
せ
て
危

機
管
理
能
力
も
不
可
欠
と
な

る
。
そ
の
せ
い
な
の
か
、Ｉ
Ｔ
分

野
な
ど
の
ベン
チ
ャ
ー
起
業
家
は

20
代
・
30
代
が
多
く
、
上
場
会

社
な
ど
大
企
業
の
社
長
と
な
る

と
50
代
後
半
か
ら
60
代
が
大
半

を
占
め
る
。

　ち
な
み
に
市
長
の
年
齢
は
各

世
代
に
分
散
し
て
い
て
、
80
の

齢
を
超
え
る
翁
も
健
在
す
れ

ば
、
近
時
は
30
代
市
長
の
台
頭

も
著
し
く
、
20
代
市
長
の
誕
生

も
見
た
。
何
故
に
市
長
職
は
か

く
も
年
代
幅
が
広
い
の
か…

首

長
は
親
子
以
上
の
年
齢
差
が

あ
っ
て
も
行
政
は
変
わ
り
な
く

執
り
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
他
市
の
選
択
に
口
を

挟
む
つ
も
り
は
な
い
が
、
市
長

職
に
は〝
旬
〞な
ど
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
、
と
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
。
と
も
あ
れ
14

歳
の
史
上
最
年
少
プ
ロ
棋
士
、

藤
井
聡
太
四
段
が
旬
を
迎
え
る

の
は
果
た
し
て
何
時
な
の
か…

興
味
は
尽
き
な
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

89

そ
れ
ぞ
れ

お
の
れ

お
き
ない

　つ

相
互
に
尊
重
し
合
う
社
会
へ

８
月
１
日
か
ら
意
見
募
集

障害を理由とした「不当な差別的取扱い」
をせず、障害のある人に対して「合理的配慮」
をすることで、障害のある人もない人も、その
人らしさを認め合い、尊重する共生社会の実
現を目指す法律です。

■不当な差別的取扱い
正当な理由なく、「見えない」「聞こえない」「歩

けない」などの機能障害や、車いす・盲導犬
など障害に関連することを理由に、制限等をす
ること
（例）・受付の対応を拒否する
　　・介助者等が一緒にいないと入店させない

■合理的配慮
障害のある人から、日常生活を送る上での
障壁を取り除くために、何らかの対応を必要と
しているとの意思が伝えられたとき、負担が重
すぎない範囲で対応すること
（例）窓口などで、障害者の特性に応じたコ

ミュニケーション手段（聞こえない人に
は筆談、見えない人には読み上げなど）
で対応する

ことば 障害者差別解消法

上林川を美しくする会（熊内久志会長）が公益社団
法人日本河川協会の「河川功労者表彰」を受賞＝写真
上。また、府立綾部高等学校分析科学部が環境大臣賞
「地域環境美化功績者表彰」を受賞＝写真下＝しまし
た。それぞれ上林川と由良川において多年にわたり取
り組んできた、水質浄化活動や環境保全活動の功績が
認められたものです。今後も市民一人ひとりが意識を
高め、ふるさとの美しい川を守っていきましょう。

ふるさとの川を美しく―２団体が受賞

市は７月４日、東京都港区で水源の里商
品の販売や観光情報のＰＲを行いました。
平成28年４月に締結された特別区長会と府
市長会・府町村会との連携協力協定が契機。
府内の自治体で初めて、東京都特別区内で
の連携イベントとして取り組みました。

東京都港区で綾部市をＰＲ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
わ
ず
か

10
分
も
し
な
い
う
ち
に
到
達
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
国
は
緊
急
情
報
を

瞬
時
に
伝
え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し

て
、
防
災
行
政
無
線
で
特
別
な
サ
イ
レ
ン
音

と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
等
に
よ
り
緊
急
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
指
示
に
従
っ
て
、
落
ち
着
い
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。　

武力攻撃やテロなどから身を守るために
http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

屋外に
いる場合

できる限り頑丈な建物や
地下に避難する。
地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

弾道ミサイル
落下時の

行動について

国民保護
ポータルサイト

内
調
査
や
交
通
量
が
減
る
夜
間
の
道

路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／
路

面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／
位
田

町
・
栗
町
・
豊
里
町
・
今
田
町
・
小

西
町
・
鍛
治
屋
町
・
小
畑
町
・
小
貝

町
・
私
市
町
・
上
延
町
・
大
島
町
・

高
津
町
。
調
査
業
者
／
西
日
本
水
道

セ
ン
タ
ー
。
そ
の
他
／
漏
水
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
修
理
業
者
が
修
理

し
ま
す
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
第
８
条

に
規
定
す
る
「
甲
種
」
防
火
管
理
者

の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
８
月
23
日（
水
）、
24
日（
木
）

の
２
日
間
。午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
市
消
防
本
部
（
味
方
町
）。テ

キ
ス
ト
代
／
１
４
５
０
円
。
定
員
／

先
着
50
人
。
申
込
み
／
７
月
31
日

（
月
）ま
で
に
受
講
申
込
書
に
証
明
写

真
（
３×

４
㌢
㍍
）
を
添
付
し
、
テ

キ
ス
ト
代
を
添
え
て
消
防
本
部
予
防

担
当
へ
。
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

歳
以
上
に
特
別
障
害
者
手
当
、
20
歳

未
満
に
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級

程
度
の
障
害
や
療
育
手
帳
Ａ
１
判
定

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
し
て
い
る

か
、
そ
れ
と
同
等
の
障
害
・
精
神
障

害
が
あ
る
人
。
た
だ
し
▽
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
▽
20
歳
以
上

で
病
院
や
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
▽
20
歳

未
満
で
当
該
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
▽
受
給
者

や
そ
の
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
限
度
額
を
超
え
る
│
な
ど
の
場

合
を
除
き
ま
す
。
支
給
月
額
／
特
別

障
害
者
手
当
＝
２
６
８
１
０
円
。
障

害
児
福
祉
手
当
＝
１
４
５
８
０
円
。

支
給
月
／
毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月

に
各
期
分
を
ま
と
め
て
支
給
。
そ
の

他
／
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
現

況
届
を
郵
送
し
ま
す
。
提
出
期
限
は

９
月
11
日（
月
）で
す
。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水
を

発
見
し
修
繕
す
る
た
め
、
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
が
発
行
す

る
身
分
証
明
書
を
携
行
し
た
調
査
業

者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の
敷
地

（
木
）
〜
。
各
施
設
の
休
館
日
等
を
除

き
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

　市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対

象
に
児
童
が
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま

で
児
童
扶
養
手
当
を
、
身
体
や
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

を
家
庭
で
養
育
す
る
人
を
対
象
に
20

歳
の
誕
生
月
ま
で
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　届
出
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
現

在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
現
況
届
を
８
月
１
日（
火
）〜

31
日（
木
）に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
人
は
所
得
状
況
届
を

８
月
10
日（
木
）〜
９
月
11
日（
月
）に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
況
届
な
ど
を

出
さ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
３

　市
は
、
重
度
の
障
害
に
よ
り
日
常

生
活
で
特
別
な
介
護
が
必
要
な
在
宅

障
害
者（
児
）を
支
援
す
る
た
め
、
20

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
資
格
・
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会
＝
日

時
／
８
月
１
日（
火
）午
後
１
時
〜
４

時
。場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部（
宮

代
町
）。
申
込
み
／
事
前
予
約
制
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談
＝
日
時
／

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
第
２

金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。
場
所
／

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材
コ

ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。申
込
み
／
事

前
予
約
制
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８

　暴
風
雨
や
洪
水
、
地
震
な
ど
異
常

な
天
然
現
象
に
よ
っ
て
農
地
や
林
道

が
被
災
し
た
場
合
、
一
定
の
受
益
者

負
担
を
す
る
こ
と
で
、
国
や
自
治
体

の
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
庫
補
助
対
象
／
１
か
所
の
復
旧
工

事
費
用
が
40
万
円
以
上
の
農
地
、
農

10
人
程
度
、
土
木
技
師
２
人
程
度
、

幼
稚
園
教
諭
１
人
、
消
防
職
員
５
人

程
度
、
技
術
員
１
人
。
試
験
日
／
９

月
17
日（
日
）。
申
込
み
／
７
月
24
日

（
月
）〜
８
月
18
日（
金
）。
詳
し
く
は

総
務
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
２
８

　京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び

京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
府
内
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
府

内
に
居
住
し
て
い
る
人
。
提
出
先
／

市
選
挙
管
理
委
員
会
。
児
童
・
生
徒

は
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
期
限
／
９
月
８
日
（
金
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　７
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
３
０
８
４
人
（
男
１
５
８

８
６
、
女
１
７
１
９
８
）。
世
帯
数

は
１
３
８
４
２
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
３

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

問
同
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　京
都
弁
護
士
会
は
、
法
律
問
題
で

困
り
事
が
あ
る
人
の
た
め
に
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
３
、10
、24
、31
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
20
分
。
場
所
／
市

民
ホ
ー
ル（
宮
代
町
）。あ
や
バ
ス「
市

民
ホ
ー
ル
前
」
下
車
す
ぐ
。
費
用
／

40
分
５
４
０
０
円
。
収
入
な
ど
が
一

定
額
以
下
の
人
は
無
料
。
予
約
／
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
丹
後

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。
受
付
時
間

は
、平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

予
約
件
数
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切

り
ま
す
。

問
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
７
２（
68
）３
０
８
０

　市
は
、
平
成
30
年
度
の
新
規
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数
／
事
務
職
員

業
用
施
設
（
た
め
池
、
頭
首
工
、
用
・

排
水
路
、揚
水
機
、農
道
）、林
道
（
民

有
林
林
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
１
・

８
㍍
以
上
、
既
設
延
長
５
０
０
㍍
以

上
の
林
道
）。
報
告
／
農
地
・
農
業

用
施
設
が
被
災
し
た
場
合
は
１
週
間

以
内
、
林
道
は
10
日
以
内
に
農
林
課

へ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
／

災
害
復
旧
調
査
依
頼
書
、
災
害
復
旧

事
業
施
行
同
意
書
、
維
持
管
理
記
録

簿
。
日
常
の
維
持
管
理
の
状
況
を
記

録
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　な
お
、
同
意
書
の
提
出
後
の
取
り

や
め
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
農
林
課

　整
備
担
当
☎（
42
）４
２
６
８

　林
業
振
興
担
当
☎（
42
）４
３
６
２

　府
は
、
精
神
障
害
者
を
支
援
す
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。

受
講
日
／
９
月
〜
12
月
の
う
ち
７
日

間
。
場
所
／
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）
ほ
か
。
対
象
／
府
内

在
住
で
講
座
の
全
課
程
を
受
講
し
、

同
推
進
員
と
し
て
実
際
に
活
動
で
き

る
人
。
費
用
／
無
料
。
た
だ
し
、
交

通
費
な
ど
は
自
己
負
担
。
申
込
み
／

８
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
府
中
丹
東

保
健
所
福
祉
室
へ
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 
集
募 
集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

ブルーコメッツ「三原綱木」、ザ・タイガース「加橋かつみ」、
オックス「真木ひでと」

8月20日日
15：00開演

前売り
〈全席指定〉4,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

競演 GSビッグスリー

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気!!

★調理員（正規職員・臨時職員）
★介護職員  ★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）

　地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員

会
は
、
終
戦
の
日
に
平
和
啓
発

の
た
め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
平
和
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
15
日
（
火
）
午
前

７
時
〜
。
場
所
／
藤
山（
寺
山
）

山
頂（
上
野
町
）。内
容
／
国
旗
、

市
旗
、
世
界
連
邦
旗
の
掲
揚
や

市
民
憲
章
の
唱
和
、
黙
と
う
、

市
歌
な
ど
の
合
唱
。
正
午
か
ら

30
秒
間
、
市
役
所
屋
上
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
戦

没
者
へ
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
企
画
政
策
課

　☎（
42
）４
２
１
７

　市
は
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
の
た
め
、

本
年
度
も
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

場
所
／
清
山
荘（
里
町
）、図
書
館（
新

宮
町
）、
市
民
プ
ー
ル
（
大
島
町
）、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
青
野
町
）、
上

林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー（
八
津
合
町
）。

期
間
／
７
月
１
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
木
）。
市
民
プ
ー
ル
は
７
月
20
日

綾
部
市
民
平
和
祈
願
の
集
い

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
ご
利
用
を

農
地
、
林
道
な
ど
の
災
害
復
旧

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座

京
都
弁
護
士
会
法
律
相
談

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

綾
部
市
職
員

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
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「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）」は
、
地

域
で
長
年
培
わ
れ
た
生
産
方
法
や

気
候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
の
生
産

地
の
特
性
に
よ
り
、
高
い
品
質
と

評
価
を
得
た
産
品
の
名
称
で
す
。

こ
の
よ
う
な
名
称
を
、
農
林
水
産

省
が
知
的
財
産
と
し
て
登
録
・
保

護
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
や
消
費

者
な
ど
の
利
益
が
守
ら
れ
ま
す
。

同
制
度
に
登
録
さ
れ
る
と
「
Ｇ

Ｉ
マ
ー
ク
」＝
写
真
＝
の
使
用
が

認
め
ら
れ
、
国
が
名
称
の
不
正
使

用
を
取
り
締
ま
り
ま
す
。
国
が
認

定
し
た
証
明
マ
ー
ク
が
付
く
こ
と

で
、
消
費
者
は
安
心
し
て
産
品
が

購
入
で
き
ま
す
。

「
万
願
寺
甘
と
う
」
は
、
大
正

末
期
ご
ろ
に
舞
鶴
市
万
願
寺
地
区

で
栽
培
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
特
徴

は
、
肉
厚
で
食
べ
応
え
の
あ
る
柔

ら
か
い
果
肉
。
甘
み
と
独
特
の
風

味
が
人
気
で
、
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産

品
と
し
て
も
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
Ｊ
Ａ
万
願
寺
甘
と
う
部
会
の

加
入
者
の
み
が
生
産
で
き
、
ほ
か

の
品
種
と
交
配
し
な
い
よ
う
に
種

を
部
会
で
厳
重
に
管
理
。
産
地
の

財
産
と
し
て
守
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
昨
年
度
、
１
２
１

人
の
生
産
者
が
１
２
２
㌧
を
出

荷
。今
年
は
栽
培
面
積
３
９
５
㌃
、

生
産
量
は
１
５
６
㌧
を
目
標
に
、

作
付
け
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　ＪＡ京都にのくに管内（綾部市、舞鶴市、福知山市）のみで栽培されている
「万願寺甘とう」が、国の「地理的表示（ＧⅠ）保護制度」に登録されました。
同制度への登録は府内で初めて、野菜としては近畿圏で初めてとなります。

府内
初！

万願寺甘とう
「地理的表示保護制度｣に登録

　特許庁へ出願していた黒谷和紙協同組合（林伸次理事長）による
地域団体商標がこのほど、登録されました。

〝ホンモノ〞の証・
ＧＩマークが目印

Ｉ
は
国
の〝
お
墨
付
き
〟

Ｇ 「
地
域
団
体
商
標
」は
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
名
称
を
商
標
権
と
し
て

登
録
し
、
独
占
的
に
使
用
で
き
る

制
度
。
同
組
合
が
８
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ「
黒
谷
和
紙
」の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、未
来
へ
つ
な
い
で

い
こ
う
と
平
成
27
年
６
月
に
出
願
。

本
年
５
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
、
適
切
な
商
標
の

管
理
に
よ
り
、
他
の
和
紙
と
の
差

別
化
を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
「
黒
谷
和
紙
」
の
普
及
・
発
展

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

同
組
合
で
は
こ
の
ほ
ど
、
黒
谷

和
紙
の
魅
力
を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し

た
。
約
10
か
月
か
け
、
和
紙
の
製

造
工
程
な
ど
を
記
録
。
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
空
撮
映
像
も
使
い
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
も
描
写
し
、
34
分

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
市
も
、
国

の
地
方
創
生
の
交
付
金
を
受
け
、

支
援
し
ま
し
た
。

伝
統
工
芸
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
記
録
映
像
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
和
紙
普
及
の
た
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
観
光
案
内
所
や
図
書
館
な
ど
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
へ

地
谷
和
紙
の
魅
力
、映
像
に

黒

ネ
は
厳
重
に
管
理

タ

　生産者の先輩方の努力
が、今回の登録につなが
りました。国からの保護
が受けられると同時に、
信頼を守っていく責任も
生まれ、身が引き締まる
思いです。
　今後もよりおいしい
ものを、多くの人に届
けます。

　ほかのトウガラシと混同さ
れることもありますが、今回
の登録で知名度とブランド力
のさらなる向上を期待してい
ます。万願寺甘とうを生産し
て３年目。今後は生産規模を
拡大し、全国、そして世界に
　も通用する農産物となるよ
　う、その一翼を担っていき
　たいです。

綾部万願寺甘とう部会 部会長
大槻幸夫さん（西方町）

若手生産者
高橋孝明さん（西坂町）

おすすめの食べ方おすすめの食べ方お

す
すめの食べ方

お

す
すめの食べ方

塩昆布いためが

絶品！「万願寺とうがらし
」は

違
う
の
？

万願寺甘とうは、万願寺とうがらし
の品

種
の
ひ

と
つ
。

「万願寺甘とう」に、辛いものは一切あり
ま
せ

ん！

「万願寺甘とう」とQ.
A.A.A.

かつて黒谷町と八代町で守られてきた黒谷和
紙。近年では、黒谷和紙工芸の里（十倉名畑町）
も開館し、職人の多くが黒谷町在住ではなくな
ってきた中、商標登録で改めて〝黒谷和紙とは
何か〞を考えることができました。類似品の流
通を防ぐとともに、共同生産・共同販売組合を
組織することで培われてきたブランドを守り、
より一層の組合運営の安定、黒谷和紙の発展に
つなげたいと思います。

黒谷和紙協同組合
林　伸次理事長

黒谷町でこのほど、同町などを舞
台とした映画「なまくら」の撮影が
行われました。東映京都撮影所で時
代劇等を手掛ける監督や技術スタッ
フの有志でつくる、右京太秦芸能人
会によるものです。時代劇映画を
使ったまちづくりに取り組む同会の
▽地域の産業を盛り立てる▽時代劇
に携わる人材育成―などを目的とし
た活動の一環。秋にはＤＶＤが完成
し、市内での上映会等も行われる予
定です。

▲朱に染めた和紙の眼鏡入れ。下に敷
　かれているのが型紙（黒）

▶『綾型』で藍に染めた和紙。左から「生
　糸」「イカル（市の鳥）」「コウゾ」。次は
　「ねじ」を構想中とか

黒
谷
和
紙
が
繭
袋
や
着
物
の
畳

紙
な
ど
従
来
の
用
途
に
留
ま
ら

ず
、
民
芸
品
の
制
作
へ
と
展
開
し

た
の
は
約
半
世
紀
前
。
水
や
湯
に

つ
け
る
染
色
工
程
に
耐
え
ら
れ

る
、
紙
の
丈
夫
さ
に
着
目
し
、
色

鮮
や
か
な
型
染
め
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
こ
の
ほ
ど
、
綾
部

に
ち
な
ん
だ
絵
柄
の
型
紙「
綾
型
」

を
新
た
に
開
発
。
ま
た
、
引
退
し

た
型
染
め
の
芸
術
家
か
ら
、
善
意

で
約
１
０
０
枚
の
型
紙
を
譲
り
受

け
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
お
気

に
入
り
の
絵
柄
の
名
刺
入
れ
や
巾

着
な
ど
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

黒谷町で映画撮影黒谷町で映画撮影

素揚げで素材の

美味しさを味わって！ 綾
部
綾
部
に
ち
な
ん
だ『
綾
型
』

に
ち
な
ん
だ『
綾
型
』

あ
や 

か
た

あ
や 

か
た

ま
ゆ
ぶ
く
ろ

た
と
う

が
み

黒谷和紙
「地域団体商標｣に登録
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「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）」は
、
地

域
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れ
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産
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風
土
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土
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ど
の
生
産
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性
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よ
り
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高
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品
質
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評
価
を
得
た
産
品
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名
称
で
す
。
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農
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水
産
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と
し
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録
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保

護
す
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こ
と
で
、
生
産
者
や
消
費

者
な
ど
の
利
益
が
守
ら
れ
ま
す
。

同
制
度
に
登
録
さ
れ
る
と
「
Ｇ

Ｉ
マ
ー
ク
」＝
写
真
＝
の
使
用
が

認
め
ら
れ
、
国
が
名
称
の
不
正
使

用
を
取
り
締
ま
り
ま
す
。
国
が
認

定
し
た
証
明
マ
ー
ク
が
付
く
こ
と

で
、
消
費
者
は
安
心
し
て
産
品
が

購
入
で
き
ま
す
。

「
万
願
寺
甘
と
う
」
は
、
大
正

末
期
ご
ろ
に
舞
鶴
市
万
願
寺
地
区

で
栽
培
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
特
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は
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厚
で
食
べ
応
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の
あ
る
柔

ら
か
い
果
肉
。
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独
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の
風
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で
、
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ブ
ラ
ン
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産
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し
て
も
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
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の
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２
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１
２
２
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面
積
３
９
５
㌃
、

生
産
量
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１
５
６
㌧
を
目
標
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、

作
付
け
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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